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免責事項 

地雷安全およびプレホスピタル応急処置のためのAIアシスタント「DEMI」 

 

本書は、地雷安全およびプレホスピタル応急処置のためのデジタルAIアシスタント「DEMI」

(以下「本サービス」、「DEMI」、「ボット」という)の利用規約の不可分の一部を構成す

るものです。本サービスを何らかの方法で利用すること(質問の送信、テストの受講、回答

の閲覧を含む)は、利用者が本免責事項を読み、その内容を完全に理解し、無条件で同意し

たことを意味します。本書のいずれかの条項に同意しない場合、利用者は直ちに本サービス

の利用を停止しなければなりません。 

1. 総則 

1.1. DEMIは、民間人の地雷安全に関する意識、爆発物の脅威下における安全な行動、およ

びプレホスピタル応急処置の基本ルールに関する知識を高めることを目的とした、情報・教

育用AIアシスタントです。 

1.2. 本サービスは、もっぱら情報提供、教育および啓発を目的としています。DEMIは緊急

援助を提供する手段ではなく、医療機器でもなく、緊急サービス101、102、103、112の代

替とはならず、認定された地雷処理員(EOD専門家)、医師、救助隊員、心理士、弁護士その

他の専門家の代替ともなりません。 

1.3. DEMIは、第三者のAIサービスプロバイダー(以下「AIプロバイダー」)が提供する大規

模言語モデル(Large Language Model, LLM)に基づいて動作します。DEMI開発チーム(以下

「プロジェクトチーム」)は、本言語モデルの所有者、開発者、運営者またはライセンサー

ではなく、その内部アルゴリズム、学習データ、パラメータまたは挙動を管理していません。 

1.4. 言語モデルの動作は、AIプロバイダーの利用規約、プライバシーポリシーおよび利用許

諾ポリシーによって追加的に規律されます。本免責事項の条項と当該AIプロバイダーの規約

のうち言語モデルの動作に関する部分との間に矛盾がある場合、当該AIプロバイダーの規約

が優先します。 

2. AI技術の性質およびその限界 
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2.1. 利用者は、本サービスが確率論的な性質を有する人工知能技術に基づくものであること

を認識し、理解します。これは次のことを意味します。 

• ボットの回答は自動的に生成され、同一の質問に対しても異なる回答が返される可

能性があります。 

• ボットは、不正確、不完全、古い、文脈に合わない、または事実として誤った情報

(いわゆるAIの「ハルシネーション」)を提供する可能性があります。 

• ボットには意識や個人的経験がなく、現場に居合わせておらず、実際の状況を見る

ことができず、実際の危険レベルを評価することができません。 

• ボットは、物体、状況、症状または状態を誤って分類する可能性があります。 

• ボットの回答の質は、利用者の質問の表現方法、および使用される言語モデルの技

術的制約に依存します。 

2.2. プロジェクトチームは、本サービスの中断のない、エラーのない、適時の、または安全

な動作を保証するものではなく、ボットのいずれかの回答が利用者の具体的な実生活の状況

に適合することも保証しません。 

2.3. 利用者は、ボットのいかなる回答も、追加の確認および公的機関への連絡なしに、現実

の危険な状況における最終的な行動指示として受け取ってはならないことに同意します。 

3. 地雷安全に関する特別警告 

3.1. 爆発性危険物(EO)、不審物、不発弾、武器の部品、地雷、トリップワイヤー、即席爆発

装置等の発見は、生命に対する直接的な脅威をもたらす緊急事態です。 

3.2. 利用者は、いかなる場合においても、不審物に近づいたり、これに触れたり、移動させ

たり、近距離から撮影したり、無力化を試みたり、爆発性危険物に対する独自の行動のため

にボットの助言を利用してはなりません。 

3.3. 爆発性危険物に対するいかなる行為も、ウクライナ国家非常事態庁、ウクライナ軍、ウ

クライナ国家警察、ウクライナ保安庁その他の権限を有する国家機関の認定された地雷処理

員(EOD専門家)、または認定された地雷対策事業者のみが実施するものとします。 

3.4. 不審物を発見した場合、利用者は直ちにボットとのやり取りを中止し、緊急サービスに

電話しなければなりません。101(国家非常事態庁)、102(警察)または112(統一緊急番号)。 
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3.5. 爆発性危険物の特徴、種類、マーキングまたは挙動についてボットが提供する情報は、

もっぱら一般的な意識向上の教育目的で提供されるものであり、当該物の識別、無力化また

は取扱いの指示を構成するものではありません。 

4. プレホスピタル応急処置に関する特別警告 

4.1. ボットが提供するプレホスピタル応急処置に関する情報は、一般に公開されているプロ

トコルおよび推奨事項に基づくものであり、もっぱら情報提供および教育を目的としていま

す。 

4.2. ボットは、診断を行わず、治療を処方せず、薬剤を推奨せず、特定の被害者の状態を評

価することはなく、医師、救急救命士、パラメディックその他の医療従事者との相談の代替

とはなりません。 

4.3. 外傷、負傷、出血、意識喪失、呼吸障害、火傷、低体温症、中毒その他生命または健康

を脅かす状態が発生した場合、利用者は直ちに103または112に電話して救急医療を要請し、

ディスパッチャーの指示に従わなければなりません。 

4.4. 他者へのプレホスピタル応急処置の提供は、ウクライナ法「ウクライナ保健法の基礎」

第12条およびその他のウクライナ立法行為に定める範囲内で、援助を行う者自身の安全を

考慮して行われます。 

4.5. プロジェクトチームは、認定インストラクターによる対面式のプレホスピタル応急処置

講習(特にTCCC、TECC、BLS基準に基づくもの)の受講を強く推奨します。DEMIは、知識

の復習および定着のための補助的手段としてのみ使用することができ、その代替として使用

することはできません。 

5. 責任の制限 

5.1. ウクライナの現行法令で許容される最大限の範囲において、プロジェクトチーム、その

構成員、パートナー、ドナー、ボランティア、請負業者その他の関係者は、以下の事由によ

って生じる可能性のあるいかなる損害(直接損害、間接損害、付随的損害、精神的損害、物

的損害または逸失利益)についても責任を負いません。 

• 本サービスの利用または利用不能。 

• ボットから得られた情報に基づく利用者の作為または不作為。 
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• 利用者によるボットの回答の誤解。 

• ボットの警告および本書に反する、爆発性危険物の独自の取扱いの試み。 

• 利用者または第三者の健康に害を及ぼした、独自のプレホスピタル応急処置の提供。 

• 技術的障害、使用される言語モデルのエラーその他の第三者サービスの障害。 

• 第三者による本サービスへの不正アクセス、データの喪失または改ざん。 

5.2. 利用者は、ボットから得られた情報に基づいて行うあらゆる決定について、自らの単独

かつ全面的なリスクおよび責任を負います。 

5.3. 本書のいかなる条項も、当該除外または制限がウクライナ法令の強行規定によって直接

禁止されている場合には、プロジェクトチームの責任を除外しまたは制限するものではあり

ません。 

6. 利用者の義務および行動規範 

6.1. 本サービスを利用するにあたり、利用者は次の事項を遵守することを約束します。 

• 地雷対策活動に関する要件を含む、ウクライナの現行法令を遵守すること。 

• ボットとのやり取りにおいて、AIプロバイダーの利用規約および利用許諾ポリシー

を遵守すること。 

• 有害、違法または暴力的なコンテンツ、武器・爆発物の製造手順その他の違法目的

のために本サービスを使用しないこと。 

• ボットに組み込まれた安全機構を回避することを試みず、プロンプトインジェクシ

ョン、ジェイルブレイクその他の方法でボットに規則違反を強要しないこと。 

• 個人データ(自己または第三者のもの)、銀行口座情報、医療上の秘密、パスワード、

国家機密またはアクセス制限のある業務情報をボットに送信しないこと。 

• プロジェクトチームの名において、地雷処理サービス、医療サービスまたは第三者

へのコンサルテーションのために本サービスを使用しないこと。 

• 実際の危険の場合、ボットではなく公的サービス(101、102、103、112)に連絡する

こと。 

6.2. 利用者は、これらの義務違反、および当該違反の結果としてプロジェクトチーム、AIプ

ロバイダーまたは第三者に生じた損害について、自ら責任を負います。 
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7. データ処理および機密保持 

7.1. 利用者の質問およびボットの回答は、AIプロバイダーのプライバシーポリシーおよび利

用規約に従って、AIプロバイダーのインフラストラクチャによって送信および処理されます。

プロジェクトチームは、AIプロバイダー側における当該データの保存量、期間および地域を

管理しません。 

7.2. AIプロバイダーの規約に従い、特定の場合(特に無料料金プランの利用時)には、質問お

よび回答は言語モデルの改善のために使用され、利用許諾ポリシー違反の検出のために限ら

れた期間ログに記録され、また、AIプロバイダーの権限を有するレビュアーによって審査さ

れる可能性があります。これを踏まえ、利用者は、機密情報、機微情報、医療情報、財務情

報その他の個人情報(自己のものか第三者のものかを問わない)をボットに送信してはなりま

せん。 

7.3. プロジェクトチームは、利用者の個人データ(存在する場合)を、2010年6月1日付ウクラ

イナ法「個人データの保護について」第2297-VI号に従って、また該当する場合には、一般

データ保護規則(GDPR、規則(EU)2016/679)に従って処理します。 

7.4. プロジェクトチームは、ウクライナ法令により直接定められた場合、または技術サポー

ト、不正行為の検出および本サービスの安全性確保のために必要な場合を除き、ボットとの

利用者の個人的対話の内容を保存、体系化または第三者に提供しません。 

8. 知的財産 

8.1. 教育資料、シナリオ、テキスト、方法論、デザイン、インターフェースおよび「DEMI」

の名称に対するすべての財産権はプロジェクトチームまたはそのライセンサーに帰属し、2

022年12月1日付ウクライナ法「著作権および隣接権について」第2811-IX号により保護され

ています。 

8.2. 利用者には、もっぱら個人的な学習および情報提供の目的で本サービスを利用するため

の、無償、非独占的かつ撤回可能な権利が付与されます。プロジェクトチームの書面による

許可なく、本サービスの商業的利用、複製、頒布、二次的著作物の作成、第三者製品への統

合またはリバースエンジニアリングを行うことは禁止されています。 

8.3. 本サービスが使用する言語モデルおよび当該モデルが生成した出力コンテンツに対する

権利は、AIプロバイダーの該当する規約により規律されます。 
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9. 未成年の利用者 

9.1. 本サービスは、もっぱら保護者、後見人、教員その他の責任ある成人の監督下において、

児童および青少年が利用することができます。 

9.2. コンテンツの児童の年齢への適合性、児童による安全規則の遵守、および未成年者によ

る本サービスの利用の結果については、その保護者またはその他の法定代理人が責任を負い

ます。 

10. ウクライナ国外の利用者のための特別条項 

10.1. 本サービスはウクライナにおいて開発され、第一義的にはウクライナの民間人を対象

としています。利用者が他国の領域から本サービスにアクセスする場合、その利用者は自己

の発意と自己の責任において行うものとし、自らが所在する管轄の法令の遵守を自ら確保す

る義務を負います。プロジェクトチームは、本サービスがすべての国の法令の要件に適合す

ることを保証せず、特定の管轄の現地規制に合わせて本サービスを適合させる義務も負いま

せん。 

10.2. 緊急サービスの番号(101、102、103、112)、爆発性危険物の取扱手順、プレホスピタ

ル応急処置プロトコル、および所管官庁への参照に関する情報は、ウクライナの法令および

慣行に従って提供されます。利用者の所在国においては、対応する番号、プロトコル、所管

官庁および法的要件が大きく異なる場合があります。危険な状況が発生した場合、利用者は

自らが実際に所在する国の緊急サービスに連絡する義務を負います。 

10.3. 欧州連合(EU)および欧州経済領域(EEA)の利用者 

10.3.1. EUまたはEEA加盟国の領域に所在する利用者については、個人データの処理は一般

データ保護規則(規則(EU)2016/679、GDPR)を考慮して行われます。当該利用者は、特に、

次の権利を有します。自己のデータへのアクセス権、不正確なデータの訂正を求める権利、

消去権(「忘れられる権利」)、処理の制限を求める権利、データポータビリティ権、処理に

対する異議申立権、以前に与えた同意の撤回権、各国のデータ保護監督機関への苦情申立権。

これらの権利は、本書第12条に記載された連絡先に要求を送付することにより行使されま

す。 

10.3.2. 本サービスが対話型AIアシスタントとしての性質を有することに鑑み、プロジェク

トチームはEU/EEA利用者に対し、規則(EU)2024/1689(以下「EU AI法」)、特に透明性義
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務に関する第50条の規定に注意を促します。利用者は、本書をもって、人間ではなく人工

知能と対話していること、およびボットの回答が言語モデルにより自動的に生成されること

が明示的に通知されます。本サービスのコンテンツは、EU AI法における高リスクAIシステ

ムの入力データとして使用することを意図したものではありません。 

10.3.3. 本サービスは、医療機器に関する規則(EU)2017/745(MDR)により規律される医療サ

ービスまたは活動を提供することを意図したものではなく、医療機器ではありません。EU/

EEA域内におけるプレホスピタル応急処置に関するいかなる情報も、現地のプロトコルおよ

び臨床ガイドラインと整合させる必要があります。 

10.4. 連合王国(英国)の利用者 

10.4.1. 連合王国の利用者については、UK GDPRが2018年データ保護法(Data Protection A

ct 2018)とともに適用されます。当該利用者は、第10.3.1項に定めるものと類似の権利を有

し、情報コミッショナー事務局(ICO)に苦情を申し立てることができます。 

10.5. アメリカ合衆国の利用者 

10.5.1. 本サービスは、米国法における医療助言を提供する手段として意図されたものでは

なく、FDAの管轄に属する医療機器でもありません。プレホスピタル応急処置に関する情報

は、該当する州において施行されているFirst Aid / BLS / TCCC基準の代替とはなりません。 

10.5.2. 個人データの保護水準が高められている州の住民である利用者(特にカリフォルニア

州 — CCPA/CPRA、バージニア州、コロラド州、コネチカット州、ユタ州、テキサス州そ

の他)については、データへのアクセス、削除、個人データの販売または共有のオプトアウ

トに関する当該住民の対応する権利が適用されます。プロジェクトチームは個人データを販

売しません。 

10.6. その他の管轄の利用者 

10.6.1. 第10.3項から第10.5項に明示的に列挙されていない管轄に所在する利用者は、本書

の条件に従って本サービスを利用しますが、所在国において効力を有し、合意により変更す

ることができない消費者保護および個人データ保護に関する法令の強行規定を考慮するもの

とします。 

10.7. 禁止地域および輸出管理 
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10.7.1. ウクライナ、EU、連合王国、米国または国連の包括的制裁の対象となっている地域

に所在する者、および該当する制裁リストに掲載されている者については、本サービスへの

アクセスは禁止されます。利用者は、自らが当該地域に所在せず、かつ当該リストに掲載さ

れていないことを確認します。 

10.7.2. 利用者は、自らに適用される輸出管理および制裁法令の要件に反する活動のために

本サービスを使用しないことを約束します。 

10.8. 言語および翻訳 

10.8.1. 本書の公用語はウクライナ語とします。利用者の便宜のために他言語への翻訳が提

供される場合、解釈に齟齬が生じたときは、ウクライナ語版が優先します。 

10.9. 裁判管轄 

10.9.1. 準拠法および裁判管轄に関する本書第11条の規定は、自然人である利用者の常居所

国の消費者保護法令の強行規定であって本書により変更することができないものを考慮して

適用されます。 

11. 本サービスおよび本書の変更 

11.1. プロジェクトチームは、いつでも、自己の裁量により、本サービスの機能を変更し、

ボットの動作の全部または一部を更新、停止または終了し、本書を変更する権利を留保しま

す。 

11.2. 本書の最新版は、本サービスとともに公開されます。変更後も本サービスの利用を継

続することは、利用者が新版に同意したことを意味します。 

12. 準拠法および紛争解決 

12.1. 本書および本サービスの利用に関連して生じる関係は、抵触法の規則を考慮すること

なく、ウクライナの実体法に準拠します。 

12.2. 当事者は、本サービスの利用から生じるすべての紛争を交渉により解決するよう努め

るものとします。合意に達しない場合、紛争は、本書第10.9.1項を考慮して、ウクライナの

現行訴訟法令により定められた管轄規則に従い、ウクライナの裁判所による審理に付されま

す。 



 

ページ 9 / 9 

12.3. 本書のいずれかの個別条項が無効または執行不能と判断された場合であっても、その

他の条項の有効性には影響しません。 

13. 連絡先情報 

13.1. 本サービスの動作、個人データに関する権利の行使、エラーの報告、苦情または提案

に関する事項について、利用者は次の連絡先によりプロジェクトチームに連絡することがで

きます。 

• Eメール:support@demi.org.ua 

• その他の連絡手段:ウェブサイト上のフォーム demi.org.ua 

 

重要 

生命に対する現実の脅威がある場合は、101、102、103または112に電話してくだ

さい。 


